
第７回 大須地区安全な自転車利用に関する連絡会

◇日 時：令和３年７月３０日（金）１０:００～１２:００

◇場 所：名古屋企業福祉会館４階 第５+第６会議室

◇議 事：（１）社会実験の内容と現地視察結果及び社会実験の効果検証

（２）社会実験期間中における短期対策の実施と効果検証

（３）中長期対策の整備計画

（４）今後の進め方

◇参加者：連絡会メンバー（１３名）

鈴木弘司（座長：名工大准教授）

木村雄二（NPO法人 市民・自転車フォーラム理事長）

大須学区連絡協議会会長及び顧問

大須商店街連盟会長、大須小学校校長、PTA会長

愛知県中警察署交通課長、名古屋市関係部局

国土交通省名古屋国道事務所長

◆開催状況

◆主な議事

＜今後の整備計画＞

○これまでの検討や効果検証の結果から、名古屋市内の特

性を踏まえ、自歩道を残しつつ、自転車通行空間を整備

することとし、整備形態は、自転車専用通行帯としました。

〇社会実験においても自転車駐輪場から溢れている自転車

に対応するため、秩序ある駐輪を促すため自転車駐輪場

の整備計画を検討しました。

〇更には、関係機関との協力体制のもと自転車通行空間の

通行ルールの啓発活動を進めます。

◆連絡会メンバーの皆さんから、合意を頂き、整備を進める

ことで、決定しました。
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国道19号大須地区における自転車通行空間及び自転車駐輪場の整備計画について （平面図）
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：自転車専用通行帯
：自転車駐輪場
：原付駐輪場
：シェアサイクル
：駐車マス

【概要版】第７回大須地区安全な自転車利用に関する連絡会
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